
 

エントリー２ 
Q1.学習会のコンセプトについて記入してください。 

 〇学習会名称 （ 201５国公青年セミナー  ） 

 〇主催者   （ 国公労連青年運動推進委員会 ） 

 〇対象者   （  各単組、ブロック・県国公の青年組織役員及び青年運動担当者  ） 

  〇開催日   （ 201５年 6 月１９日 13 時～２０日 12 時） 

 〇開催場所  （ 東京都内 ） 

 〇なぜその学習会を企画したか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇企画するにあたって、運営で工夫した点は？ 

 

 

 

 

 

 

○苦労した点は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q２.参加者ついて記入してください。 

○参加人数  目標（ ５０ ）人 実際に参加した人数（ ４６（本部等除き４０） ）人 

○参加者からの感想は？ 

 

 

 

 

 

 

○どんな総括をしましたか？ 

 

 

 

 

 

 

青年組織を担っている中央・地方段階などの組合員を主な対象として、国公労働運動の日常活

動を推進するための基礎知識を実践的に身につけてもらう。あわせて、日頃、それぞれの組織

でとりくんでいる青年運動の相互交流、悩みや問題点を語り合う場として位置づける 

講義だけでなく議員要請行動や人事院交渉などの運動手法を学ぶことを重視した。また、1 泊して

夕食交流会を設定して、青年どおしの交流も可能なようにした。2 日目は、グループワーク形式で

昨日の行動を各班でまとめてブログに掲載することで、教宣活動の実践を意識した。 

 

金・土開催のため仕事の都合、単組独自行動の配置なども考えられるが参加者組織に苦労した。 

「要請や交渉といった実践経験ができてよかった」、「いろいろな職種や地域の人と交流し、貴

重な体験ができた」、「大きな刺激を感じることができた。今後の組合活動に役立てていきた

い」、という感想が多くよせられた。また、今後、同じような企画に対してもほとんどが参加

したいとの声がよせられた。 

（詳細な総括は、今後行う予定） 

実践経験を重視したが、事前準備（発言したいことなど）が参加者も充分にとれなかったとこ

ろは若干反省が残るが、普段の運動で経験する機会がなかったので、よかったのではないか。

また、2日目は、グループワーク形式で各班に分かれて昨日の行動をブログに掲載することで、

次年度へ参加者を誘うときに活用できることも有利である。 



 

 

 

○総括を踏まえて、次に活かそうと思う点など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他、学習会を行って気づいたこと 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な開催や大規模な交流会についても検討していきたい。 

やはり青年が交流を求めていることを実感した。 



 

 

 

 

 

 

 

2015 国公青年セミナー 

 

 

参加者のしおり 

 

 

 

 

 

 

2015 年 6月 19日（金）～20日（土） 

日本国家公務員労働組合連合会 



 

【日程】 

1 日目（6/19）主会場：衆議院第一議員会館・第一会議室 

12：30～ 衆議院第一議員会館ロビーにて入館証配布 

13：00  開会あいさつ 

13：05  議員あいさつ・国会情勢報告 

13：15  セミナー進行説明 

13：20  講義「国家公務員の労働条件はどのように決まるか」（山添拓弁護士） 

（1h 程度、テーマ：憲法・労働基本権、人勧制度、賃下げ違憲訴訟） 

14：20  質疑応答（30 分） 

14：50  休憩（10 分） 

15：00  ミニ講義「国会の労働法制改悪と私たちの労働条件」（全労働、30 分） 

 15：30  それぞれ議員要請Ｇ・各交渉Ｇに分かれて別行動 

    

 

 

 

 

17：30  交渉Ｇは交渉終了後、お茶の水ホテルジュラクへ移動 

18：30  ホテル宴会場で夕食交流会（各単組ミニレポート） 

 20：30  １日目終了 

 

 

2 日目（6/20）会場：損保会館会議室 404・405（ホテル隣ビル） 

9：05  再開アナウンス＋２日目趣旨説明 

9：10  国公共済会制度について（２0 分、国公共済会） 

9：30  グループワーク「伝えよう！ ブログで！ 自分たちの言葉で！」 

人事院交渉Ｇ（約 10 名） 

15：30 人事院へ移動 

15：50 交渉打合せ（人職） 

16：30 人事院交渉（1h） 

議員要請Ｇ（約 20 名） 

15：30 その場で打合せ 

16：00 要請スタート 

（要請終了後はホテルへ） 

内閣人事局交渉Ｇ（約 10 名） 

15：30 その場で打合せ 

16：10 内閣府庁舎へ移動 

16：30 人事局交渉（1h） 



 

10：50  休憩（10 分） 

11：00  報告・ディスカッション 

11：40  閉会あいさつ 

11：45  集合写真、感想文記入 

12：00  終了 

 

 

 

【主会場】 

1 日目：衆議院第一議員会館（Ｂ１F 第一会議室） 

      東京都千代田区永田町 2-2-1 

 

：お茶の水ホテルジュラク（宿泊/夕食交流会会場） 

東京都千代田区神田淡路町 2-9 

Tel. 03-3251-7222 Fax. 03-3251-7447 

 

2 日目：損保会館 会議室 404・405 

東京都千代田区神田淡路町 2-9 

Tel. 03-3255-1299 Fax. 03-3255-1504 

 

 

【緊急連絡先】 

国公労連事務局：西口 090-6126-4732 または 細川 090-7148-2066 

 

 



 

【諸注意・連絡事項】 

■受付関係 

・議員会館入り口で配布したセキュリティカードは、議員会館内では身につけておいて

下さい。各交渉グループは、交渉に向かう際、セキュリティゲートで回収ボックスに

返却して下さい。 

・名札には（都道府県、単組名、氏名）を記入してください。なお、夕食交流会や学習会の

時は、常に着用をお願いします。 

・交通費等は、後日入金いたします。詳細は、各単組等からの連絡にしたがって下さい。 

■要請行動・各交渉 

・各自が参加する行動については、あらかじめ名簿に記載のとおり振り分けをしていま

す。事前打ち合わせや移動については、各グループの責任者に従って下さい。 

 

■夕食交流会 

  ・１日目の各行動が終わり次第、各グループで「お茶の水ホテルジュラク」へ移動し

（宿泊の場合は各自フロントでチェックイン）、18 時半から夕食交流会をホテルジ

ュラク内宴会場「白鳥の間」で開催します。着席するテーブル番号は名簿をご参照

下さい。 

  ・指定のホテル以外に宿泊される方で、遅れる場合は予めその旨を事務局に伝えて下

さい。 

  ・夕食交流会後は自由行動となりますが、2 日目に支障がないように行動して下さい。 

■2 日目について 

・お茶の水ホテルジュラクに宿泊される方は、朝食（バイキング形式）が２階「あけび

の実」で 7：00 から食べられます。 

・部屋をチェックアウトしてから、ホテルジュラク隣の損保会館 404・405 会議室へ

移動してください。その際、荷物が多い方はホテルのフロントにセミナー終了時（正



 

午）まで預けられます。会場の隅にも荷物を置けるスペースはあります。 

・損保会館の会議室が開くのが 9：00 なので、２日目の再開時間は 9：05 とします。

早く来ても入れませんのでご注意下さい。 

・終了までに感想用紙の記入を必ずお願いします。帰りには、名札の返却と感想文を提

出してお帰り下さい。 

 

 

 

 

 

ホテルジュラク 

損保会館 

(B2 出口) 

議員会館 

内閣人事局 

人事院 

(C1 出口) 



 

【1 日目会場】衆議院第一議員会館（第一会議室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【宿泊場所・2 日目会場】お茶の水ホテルジュラク・損保会館 

人事院 

衆議院 

第一議員会館 

内閣人事局 



 

 

【１日目 講師紹介】 

山添
やまぞえ

拓
たく

弁護士（東京法律事務所） 

 

京都市出身 

2003 年 京都市立堀川高校卒業 

2007 年 東京大学法学部卒業 

2010 年 早稲田大学大学院法務研究科修了 

2011 年 弁護士登録（新 64 期） 

 

 

【参加弁護団】 

国公労連「公務員賃下げ違憲訴訟」弁護団 

福島原発被害弁護団 

「生業を返せ、地域を返せ！」福島原発事故被害弁護団 

Ｂ型肝炎訴訟弁護団 

損保会館 
ﾎﾃﾙｼﾞｭﾗｸ 

JR 中央線・総武線「御茶ノ水」駅 

「聖橋口」より徒歩２分 

東京メトロ千代田線「新御茶ノ水」駅 

「B2 出口」より徒歩２分 

http://www.kanzen-baisho.com/
http://www.nariwaisoshou.jp/


 

首都圏青年ユニオン弁護団 

東京過労死弁護団 

 

 

【その他の活動】 

早稲田大学大学院法務研究科 アカデミック・アドバイザー 

東京大学全学自由ゼミナール「日本の医療の光と影」 副代表講師 

明日の自由を守る若手弁護士の会 

日本労働弁護団東京支部事務局次長 

ビギナーズ・ネット（司法修習生の給費制維持のための若手ネットワーク） 

 

http://www.seinen-u.org/
http://www.asuno-jiyuu.com/
http://www.beginners-net.org/


 

２０１５．６．１９ 

国公青年セミナー  

２日目グループワーク実施要領  

 

「伝えよう！ ブログで！ 自分たちの言葉で！」 
 

目 的： 「2015国公青年セミナー」を振り返り、当日の様子や感想をブログにアップすることで、

参加者同士で一体感を得るとともに、教宣活動の実践を通じて、その手法及び必要性を学ぶ。 

 

ブログ：国公労連オフィシャルブログ「くろすろーど」 ＠アメブロ 

 

内 容：２日目グループ（名簿参照）で、以下のブログをアップする。 

    Ａ 講義「国家公務員の労働条件はどのように決まるか」 

    Ｂ ミニ講義「国会の労働法制改悪と私たちの労働条件」 

    Ｃ 国会議員要請 

    Ｄ 人事院交渉 

    Ｅ 内閣人事局交渉 

    Ｆ 国公共済会制度について 

 

流 れ： 

① ブログを担当する講義・交渉等のメモを各自でとっておく。 

② ２日目、チームごとに集まり、各講義・交渉等の内容及び感想等をまとめる。 

 ・ 各自、感想やポイントを付箋に書き出し、模造紙に貼り付ける。 

 ・ 貼り付けられた付箋をもとにブログのポイントを討議する。 

 ・ ＰＣで文章にまとめる（４００字～）。 

 ・ まとめた文章をチーム全員で確認する。 

 ・ ブログのキャッチフレーズを決める（「労働条件を決めるのは○○だ！」など）。 

③ 文章データを事務局（国公労連・西口）に提出する。 

 

※ 写真は、事務局で撮影し、各ブログに添付します。 

※ くろすろーど（国公労連オフィシャルブログ）は、「国公労連 ブログ」でネット検索するとヒ

ットします。 

以 上 

 



 

【参加者名簿】 

 

 

 

 

氏　　名 ふりがな 【宿泊付】 【宿泊無】 【宿泊付】 【宿泊無】 １日目のみ 2日目のみ

山本　一樹 やまもと　かずき 青年協議長 ○ 禁煙 904 ― 1 全体進行・まとめ 運営

小野　和美 おの　かずみ 青年協常任委員（東京地区担当） ○ 禁煙 905 内閣人事局交渉 2 E 内閣人事局交渉

内山　克也 うちやま　かつや 青年協常任委員（九州地区担当） ○ 禁煙 906 人事院交渉 3 D 人事院交渉

布川　哲也 ふかわ　てつや 大分支部青年部執行委員 ○ 禁煙 907 人事院交渉 4 B 労働法制講義

古田　愛実 ふるた　まなみ 青年協会計監査 ○ 禁煙 908 人事院交渉 5 A 山添講義

桂　敦史 かつら　あつし 中央執行副委員長（本部青対部） ○ 喫煙 809 内閣人事局交渉 1 E 内閣人事局交渉 運営

大塚　慎也 おおつか　しんや 青婦協議長 ○ 喫煙 810 ― 2 F 国公共済会

松尾　晃太 まつお　こうた 青婦協事務局次長 ○ ― ― ― ― F 国公共済会

飯嶋　賢治 いいじま　けんじ 東京支部書記長 ○ ― ― ― ― F 国公共済会

渡辺　千洋 わたなべ　ちひろ 東北保護支部組合員 ○ 禁煙 909 人事院交渉 4 D 人事院交渉

橋本　真明 はしもと　まさあき 全労働青年協常任幹事 ○ 禁煙 910 人事院交渉 5 D 人事院交渉

植村　将也 うえむら　まさや 全労働青年協副議長 ○ 禁煙 911 議員要請 1 C 議員要請

鹿沼　葵 しかぬま　あおい 全労働福井支部 ○ 禁煙 915 議員要請 2 A 山添講義

林　達也 はやし　たつや 全労働福井支部 ○ 禁煙 917 議員要請 3 B 労働法制講義

長谷部　和樹 はせべ　かずき 全労働新潟支部　書記次長 ○ 禁煙 919 内閣人事局交渉 4 E 内閣人事局交渉

高瀬　拓 たかせ　たく 全労働新潟支部 ○ 禁煙 921 議員要請 5 A 山添講義

近藤　龍志 こんどう　りゅうじ 全労働新潟支部 ○ 禁煙 923 議員要請 1 C 議員要請 議員要請から参加

吉岡　敏彦 よしおか　としひこ 全労働青年協副議長 ○ 喫煙 811 内閣人事局交渉 2 E 内閣人事局交渉

福田　和也 ふくだ　かずや 全労働宮崎支部 ○ 喫煙 815 人事院交渉 3 D 人事院交渉 宮崎県国公枠

九後　健治 くご　けんじ 全労働本部書記次長 ○ － － 議員要請 4 ― 運営

中玉利　浩治 なかたまり　こうじ 全労働本部中央執行委員 ○ － － 議員要請 5 C 議員要請 運営

吉岡　悟 よしおか　さとる 四国運輸支部　愛媛分会　書記長 ○ 禁煙 924 議員要請 1 A 山添講義

中防　孝政 なかぼう　たかまさ 近畿地方協議会　青年対策部員 ○ 禁煙 925 議員要請 2 B 労働法制講義

佐藤　輝 さとう　あきら 東北建設支部　執行委員　青年担当 ○ － － 人事院交渉 ― ― 交流会は欠席

佐藤　尚志 さとう　たかし 九州航空支部　青年担当 ○ － － 議員要請 3 ― 遅刻・交流会途中退席

塚本　祐也 つかもと　ゆうや 東海建設支部　浜松国道分会 ○ 禁煙 926 議員要請 4 C 議員要請

松瀬　光太郎 まつせ　こうたろう 青年運動推進副委員長 ○ － － 議員要請 5 A 山添講義

森本　悠介 もりもと　ゆうすけ 青年運動推進事務局次長 ○ － － 議員要請 1 B 労働法制講義 運営

高石　隼人 たかいし　はやと 青年運動推進委員 ○ － － 人事院交渉 ― D 人事院交渉 交流会は欠席

  田﨑　仁久　 たさき　ひとひさ 青年運動推進委員 ○ － － ― ― F 国公共済会

谷 口  史 高 たにぐち　ふみたか 青年運動推進委員 ○ 喫煙 817 議員要請 2 C 議員要請

立 野  祐 輔 たての　ゆうすけ 青年運動推進委員 ○ 喫煙 819 内閣人事局交渉 3 E 内閣人事局交渉

田中　裕樹 たなか　ひろき 青年運動推進事務局長 ○ － － 内閣人事局交渉・カメラ 4 E 内閣人事局交渉 運営

鈴木　康介 すずき　こうすけ 本省支部執行委員 ○ 喫煙 825 内閣人事局交渉 5 E 内閣人事局交渉

勝畑　豪 かつはた　ごう 本省支部執行委員 ○ 禁煙 928 ― 1 F 国公共済会

酒井　健司 さかい　けんじ 東海支部書記局員 ○ 禁煙 929 ― 2 F 国公共済会

酒井　勝生 さかい　かつお 中央執行委員 ○ 禁煙 930 議員要請 3 C 議員要請 運営

杵島　歩 きしま　あゆむ 特許庁非常勤職員連絡会 ○ － － 議員要請 4 A 山添講義

千保　法之 せんぼ　のりゆき 特許庁事務分会執行委員 ○ － － ― 5 ― 交流会のみ参加

坂角　淳一 さかずみ　じゅんいち 新潟県国公　副青年協議長（国交労組） ○ 喫煙 821 内閣人事局交渉 3 E 内閣人事局交渉

岡部　勘市 おかべ　かんいち 副委員長・青年運動推進委員 ○ － － 議員要請 1 ― 運営

笠松　鉄平 かさまつ　てっぺい 書記次長・青年運動推進委員 ○ － － 内閣人事局交渉 2 ― 運営

青柳　亨 あおやぎ　とおる 調査政策部長 ○ － － 人事院交渉 3 ― 運営

細川　善広 ほそかわ　よしひろ 組織部長・青年運動推進委員 ○ 喫煙 823 議員要請 4 B 労働法制講義 運営

西口　想 にしぐち　そう 書記・青年運動推進委員 ○ 禁煙 927 人事院交渉 5 D 人事院交渉 運営

近藤　敏 こんどう　さとし 国公共済会常務 ○ 喫煙 827 ― 5 F 国公共済会

備考全日程 交流会から参加 １日参加（宿泊無）
部屋番号

交流会
テーブル

２日目グループ

宿泊

喫煙／禁煙
１日目グループ

【国公労連本部】６

【全司法】５

【全法務】５

【全労働】11

【国土交通労組】12

【全通信】４

【全経済】２

【各県・ブロック国公】１

参加者
所属・役職

参加日程（該当欄に「○印」を記入）


